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1　は　じ　め　に
　　國弘正雄氏はその著『英語の話しかた』の中でr聞きかたの技術」という章を設け，英語は話すこ
　とより聞くことのほうが難しいこと（國弘，1970：145），そして英語を聞いて理解するには，耳だけ
　でなく五感を総動員しなければならないこと（國弘，1970；169）を説いている。そして聴き取る力
　を伸ばすための具体的な方法の1つとして，同氏のいわゆる英語の音の「化学変化」1に注意するこ
　とと，英語を聞くともなしに聞く習償を身につけ，それによって英語のリズムや文強勢などを私達の
　肉体に内在化すること（國弘，1970：163）が必要だとしている。事実，英語の音が聴き取れれば，
L英語は聞いてわかるといった単純なものではなく，外国語という英語を聞いて理解するためには，英
　語の音韻語彙，音と意味の関連，統語などはもちろん，英語国民の社会的・文化的な背景・知識な
　どのほか，身振りや表情，音色や音量なども含あたnOn－Verbal　cOmmUniCatiOnについても，ある程
　度の知識と理解が要求されることは申すまでもない。換言すれば，「音声が聴き取れるから意味がわ
　かる」のではなく，「意味がわかるから音声も聴き取れる」ということになる2。従って，英語の綜
合力と英語を聴き取る力とは，かなり密接な関係があると予測できるのである。
皿　Dictationに対する賛否
　しかし，ひと口にi英語の綜合力と言っても把えどころのない問題である。ここではaural　compre－
hensionにしぼって，それとdictationの関係を見ることにする。その方法の1つとして，筆者は毎
週1回約30分をdictationにあてているが3，これは國弘氏の言われる英語の音の「化学変化」に慣れ
させ，ear－span，　memory－spanを広げ，発話をひとまとめにして聴き取る練習を積み上げるためで
＊本稿は昭和52年度語学ラボラトリ・一学会（LLA）開東支部研究会（昭和52年9月25日）における口頭発表をも
とに，新たな資料を加え、検討し修正したものである。なお統計処理については，新潟大学商業短期大学部渡辺
和一郎教授に全面的にお願いしたことを付記し，ここに厚く御礼申しあげる。勿論本稿のいかなる誤りも筆者の
責任である。
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ある。その効果については後で述べることにし，まずdictationをteaching　deviceあるいはtest三ng
deviceとして用いることに対して，識者がどのように考えているかということから考察することに
する。
　1　Dictation否定論
　Lado（1961：34）は，　dictationではwordsもword　orderも与えられるのだから，そのどちらもテ
ストすることにならないこと，生徒がたとえ正しく聴き取れなくても，contextからidenti　iyでき
る場合が多いこと，またspelling，　inflection，　punctuationのテストにはなるけれども，それならわ
ざわざdictationを課さなくても，もっと簡単な方法で調べることができるとして，　dictationには
批判的であるeLadoは言う，
Dictation　is　favored　by　m．any　teachers　an．d　students　both　as　a　teaching　and　as　a　testing
device．’gowever，　on　critical　inspection　it　appears　to　measure　very　little　of　language．
Since　the　order　of　words　is　given　by　the　examiner　as　he　reads　the　material，　it　does　Ilot
test　word　order．　Since　the　words　are　given　by　the　examiner，　it　does　not　test▽ocabUlary．
It　hardIy　tests　aural　perception　of　the　examiner’s　pronunciation，　because　the　words　can
in　many　cases　be　identi最ed　by　context　if　the　student　does　not　hear　the　sounds　correctly．
The　student　is　less　likely　to　hear　the　sounds　incorrectly　in　the　slow　reading　of　the’
words　which　is　necessary　for　dictation．　Spelling　and　a　few　matters　of　in且ection　and
punctuation　can　be　tested　through　dictation，　but　the　colnplicated　apParatus　of　dicta－
tion　is　not　required　to　test　these　Inatters．　Simpler　techniques　can　be　substituted．（Lado，
1961：34）
　しかしLadoのこの見解は，　dictationではゆっくりした速度で書きとらせることが必要だという
前提があるが、はたしてそうであろうか。英語の音の「化学変化」に慣れさせ，英語のリズムや文強
勢を内在化し・発話を意味単位にまとめて理解させることこそ必要なのであって，遅い速度で1語1
語区切って書きとらせるのは，かえって無意味だと言わざるを得ない。確かに，語や語順は与えられ
るけれども・譜順を間違えたり，roadsをrows，　rose，　lords，1awsなどとする誤りも決して少なくは
ない。またcontextからidentifyできるのは，大体の内容がわかっているからであるtiいずれにし
ても，遅い速度の不自然なdictatio且はteachLing　deviceとしても，またtesting　device’ﾆしても，
絶対に避けるべきものと考える。
　N・Brooks（1964：268－9）は，　dictationは“a　useful　class　exercise”ではあるが，教室外ではほと
んど役に立たないski11を要求するとし，　dict8t1o且をゆっくり読んで書きとらせる作業と考えている
ことはLad⑪と同様である。　Brooksによれば，　dictationはspeakingとは無関係で，ある特別の
listeningが要求されるばかりか，学習の場以外では“unusual”で“uncommon　mode　of　comnluni一
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cation”であるとして，次のように批判している。
Though　it　is　a　useful　class　exercise，　dictation　has　important　limitations，　especially　when
used　as　a　tetst・It　is　complicated　and　specialized，　and　it　involves　a　kind　of　skill　that　is
of　Iittle　use　outside　the　classroom．＿　The　writing　of　a　dictation　has　nothing　at　all　to
do　with　speaking　and　requires　a　specia．1　kind　of　listening　in　which　the　factors　of　slow－
ness　of　speech　and　repetition　are　exaggerated　far　beyond　the　limits　of　normal　co皿mu－
nication．　More　important　still，　in　a　diρtation　the　student　is　led　along　a　linguistic　path
chosen　by　someone　else；this　is　far　from　being　an　accurate　indication　of　how　well　he　can
do　when　he　may　follow　a　path　of　his　own　choosing．　At　best，　a　dictation　will　tell　us　how
well　a　student　can　write　from．　dictation，　a　behavior　pattern　that　is　unusual　outside　of
the　learning　situation，　and　certainly　an　uncommon　mode　of　co皿munication．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Brooks，1964：268－9）
確かにdictationには1imitationsがあり聞題点もあるが，後で触れるように，　ValetteやJ．　W．
Oller，　Jr・らの報告によって，　dictationがoveral　l　language　achievementと高い相関をなしている
ことも見逃すわけにはいかない。またdictation．が‘‘uncommon　mode　of　communication”である
という批判も，教室で行なわれる学習活動は，多かれ少なかれそのような性格をもっていることから
すれば，必ずしも当を得た批判であるとは言いかねる。
　　またD・F・Andersen（1953：43）の‘‘So皿e　teachers　argue　that　dictation　is　a　test　of　auditory
comprehension，　but　surely　this　is　a　very　indirect　and　inadequate　test　of　sucll　an　important　skill．”
も，W・　R・　E　Somarante（1957：48）の“Dictation　is　a　test。f　spelling．”という評言も，　dictation
を一面的に見ているからではないかと思われる。
　　2　Dictatio皿肯定論
　　これに対してdictationの価値を認める意見も少なくない。　John　W．011er，　Jr．（1971：254－9）は
dictationがforeign・1anguage　proficiency　testとして有効かどうかを，　UCLAの学生を対象に調査
した結果，外国語（ここでは英語）の綜合力とdictationの相関がO．86であったと報告し，“ln　short，
the　dictation　clearly　seems　to　be　the　best　single　measure　of　the　totality　of　English－language　skills
being　tested．”（OIIer，　1971：255）と結論を下し，またR．　Valetteもdictationは理論上いろいろ問題
点はあるとしても，dictatioエ1の点数とoverall　Ianguage　achievementの相関が高いことを指摘し，
さらた調査研究する必要はあるがと前置きしながらも，“One　recent　study　seems　to　indicate　that
unless　students　receive　a　great　deal　of　dictation　in　class，　the　score　on　a　final　dictation　correlates
highly　with　the　score　en　a　full・length　examination　testing　the　sl〈ills　of　listening，　reading，　and
writing．”（Valette，　1967：139）と，　dictationがtesting　deviceとして有効であることを述べている。
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　Chastainもdictationの価値を認め，　dictationで要求される能力は言語学習の基礎となるもので
あって，言語学習において養わなければならない能力であると，次のように述べている。
The　point　is　that　the　abilities　called　for　in　dictation，　i．e．，　sound　discri加且ation，　sound．
symbol　association，　and　auditory　memory，　are　basic　to　laロguage　Iearning　and　must　be
developed　before　those　students　having　dif丘culty　can　p1：0gress　satisfactori　Iy　to　more
difほcult　activities．（Chastai1ユ，197ユ：230）
　黒田窺氏はr英語教授論考』（1948）の中で，「少数の文をなるべく頻繁に書き取らせることは，書き
方ばかりでなく，聴き方，読み方などの目的にも役立つ，綜合的な価値をもつ練習である。」（p．99）
とし，「従来行われている書取り（Dictation　Test）4は，採点者の個人的偏見を許さない，高度の客
観性をもつ考査法である。単語を単位とせず，気息群を単位として課した書取りは，聴く能力と書く
能力の両方，すなわち了解と発表の両方面にわたる考査法たらしめることができる。その意味で書取
りは綜合的学力を見る考査法であるということができる。」（P．231）と述べて，dictationが
teaching　deviceとしても，　testing　deviceとしても価値があることを揃摘している。
　宮田幸一氏も『実践英語教育法』　（1967：212）の中で，「このテスト（i．　e．，　dictation　test）は，一
見つづりに関するテストにすぎないように思われるが，文の意味を，ある程度，理解していなけれ
ば・書けないのであって，理解力のテストにも，ある程度，なるのである。」とし，dictationを頻繁
に行なうことを勧めている。
　また，羽鳥博愛氏は『英語教育の心理学』　（1977：198－9）の中で，「望ましいディクテーショソ」
と題して・次のように述べている・「まず・ディクテー潔ヨソで扱う英文は一息で言えるくらいの
文だいたいは10語前後であることが望ましい。そして，先生はこの文をふつうの速さで二回読む。
生徒はその音声を頭にとどめておいて（もちろう，このたあには意味h：jbかることが必要である），
その自分の頭に残った音声を再生して文にする。このような問題を数題行なう。このようにすると，
生徒には徐々に聞いた英文を瞬間的にその意味を理解し，その音声を頭にしばらくとどめておくとい
う習慣が養われる。この習慣は言語学習にとって非常に望ましいことであるので，今後のデaクテー
シaンはこんな風に変わって行くぺきであろう。」と望ましいディクテーショソのあり方を教えてい
る。
皿　Dictationの実施方法と課題文例
　以上見てきたように，dictationをteachingあるいはtestingのためのdeviceとして用いること
には・賛否両論あるが・筆者は賛成論の立場から，次のような点に関心をもってdictationを実施し
た。すなわち，
｛1｝Dictationの点数とaural　comprehensionの問にはどんな相関があるか，
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｛2）Di・t・ti。nを継続するこ2tiこよって・u・al・。mpreh・n・i。nは伸びるかどうか，
である。そして，この二点に関して調べるために，次のような方法でdictationを実施した。
1．調査対象
　県立新潟女子短期大学英文科2年　31名
　新潟大学教育学部英語科3年　　　13名
2．実施方法
　〔1｝週1回LLの授業（90分）のうち，約30分をdictationにあてる。
　｛2｝課題文は・学校図書発行の中学校3：年用英語検定教科書Learn　EnglisJz，　Book　3　（1969年発
　　行）の中から，1課題80語前後を選び，教科露付髄の録音テープを使用する．
　｛3）課題文は合計4回聞かせる。1回目と4回目は課題文全体を通して聞かせ，2回目と3回目は
　　10語前後のbreath　groupsに分けて聞かせる。1回目から4回目まで普通の速さの録音を使用す
　　る。　（なおこのテープはone　sentenceずつくり返せるようにpauseを置いて録音してある。）
　（4）4回目を聞かせた後，約5分間の余裕を与え，各自の書き取った英文の綴り，句読点，文法上
　　の誤りなどについて，気がついたことがあったら訂正させる。
3．課題文例
　Dictationは事清の許す限り毎週1回実施したので，昨年5月から12月まで15回行なったが，その
うち例を2つだけ示すことにする。なお例文中の／印は区切りを示す。
課題例1：
　　The　United．States　is　a　big　nation，／　and　yet　it　is　a　very　young　one．／　工t　has　been　an
　　independent　country／　for　less　tllan　two　hundred　years．／　工ts　people　have　come　fro皿
　　many　different　places，／but　they　have　become　one　nation．／　Now　they　are　very
　　皿uch　Iike　one　another／in　their　way　of　thinking　and　acting．／　　Today／the　United
　　States　goes　from　ocean　to　ocean　across　North　America，／a且d　it　is　the　second　biggest　of
　　業he　nations／　in　North　and　South　Americ乱／　　（Lesson　10ジp．16，82　words）
課題例2：
　　EIlgland　is　a　rather　smalI　country／on　one　of　the　islands　of　the　British　Isles．／　It　can
　　be　seen　from　the　beaches　of　France／on　a　good　day／as　it　is　only　a　few　miles　away．／
　　The　earliest　people　of　these　islands／　had　been　there　a　long　time／　when　the　Roman
　　ar皿y・ca皿e／just　over　two　thousand　years　ago．／The　land　was　given　the　name　Britain
　　by　tlle　Romans．／　under　the　Romans，／　roads　and　camps　were　builL／　（Lesson　15，　P．
　　22，？7words）
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4，採点法
　採点は機械的な減点法とし，次の要領で行なった。
　｛1〕綴り字やinfiection，　sufhxの誤りはすべて1点ずつ減点した。ただし・同一課題中で同じ内
　　額を2回以上間違った揚合は，最初の謝のみを1点減点した・たとえぽT・d・yth・United
　　States　g。es　f・。m・cian・t・・ci・n　across　N・・th　Am・・ica・では・ceanの綴りが2回違っている
　　が，－2点と計算せず，－1点とした。
｛2〕missing　w。・d・あるいem余分の語は課題文に照らしてその分だけ灘した・たとえばEngland
　　i、．a．，ath，，，mail、。unt，y。n・all・th・B・iti・h　l・1・・．と書いた場合は課題文はEngland　i・a
　　rather　small　country　on　ene　of　the　islands　of　the　British　Isles・であるから・イタリックの部
　　分が欠けているので一5点，またon・のあとに不要のallがあるから一1点，合計一6点として
　　計算した。
｛3｝capit・lizati・n，・c。皿m・，　qu。t・ti。n　m・・k・，・yll・bi・ati・nの誤りは許容し・減点の対象acしな
　　かった。
W　l）ict乱tio皿とAural　comprehensionのテストの結果と・両者の相関など
以上の採点法で得たdi・t・ti。nの点数（誤答数）とJACETのAu・a1　C。mpreh・n・i。n　Test5の結
果をまとめたのが次の表である。JACETのテスト第1回目（以下JACET　（1）と略す）は県立新潟女
子短大が4月22日，新大教育学部が4月18日，同じJACETのテスト2回目（以下JACET　（2〕と略
す）は新潟女子短大が9月22日，新大教育学部が9月26日に実施した結果である。また　Dictation　（1｝
｛2｝，C3）はそれぞれ，新潟女子短大が5月12目，9月7日，10月27日に，また新大教育学部が5月9日，
9月5日，10，月31日に実施したものである。
〔第1表〕
＼テスト
＼番号　＼?????????????????????
J響
??
」食3号T
???「???「?
DIC（1）
? ??
DIC（2）
????
????? ＼テスト
＼番号　＼
?? ? ? ?? ??
J響
????
」響
???? ??
DIC（1）
???
DIC（2）
????? ?
???
????
??? ??
?
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＼テスト
＼番号＼?????
JACET
（1）
?????
JACET
（2）
???
DIC（1）
16
P8
Q5
S1
????
DIC（2）
12
P8
P6
Q7
P6
????
??）?? ＼テスト
＼番号　＼
15
R1
Q1
Q9
R3
????
?????
JACET
（1）
?????????????????
JACET
（2）
52
S3
R5
P7
R3
T2
P8
?
DIC①
30
R4
S8
R6
R9
????
DIC（2）
20
Q1
S1
????
??? ??
31
Q0
S8
??
（上の表の×印は欠席してテストを受けなかったことを示す。）
〔第2表〕　JACETとDICTAT工ONの相関
　　Dictation
JACET
JACET（1）
JACET（2）
DIC（1）
一G．9043
／
DIC（2）
一一Z．8204
一〇，　7401
D工C（3）
一〇．7027
一〇．6638
（相開係数がマイナスになっているのはdictati。nの点数が減点法に
よったためである。）
〔第3表）　JACETの成績分布
　　　　点
テスト
　JACET（1）
、
　ON9　　　　10・v19　　　20～29
3i612
JA¢ET（2） o 3 1
30N3940・w49
415
212
50・V59
7
4
6・－69
P7⑪・・－79
80～89
615i47145
90～99
2
10
100～
0
?＝?
44名
4陣名
平均点
49．6
69，　9
V　結果の考察
　第2表のJACETとDICTATIONの相関関係を見ると，最高が一一〇．9043で，最低が一〇．6638であ
るが，最低の場合を除けば，少くとも44名の被験者に関する限り，dictationがtesting　deviceと
してかなり有効であったと言えるであろう。特に最初の∫ACETのテストとdictationの相関が
一一Z．9043であったということは87頁で引用したValette（1967：139）の調査結果を裏づけるもの
である。またValette（1967：33－4）やOller，　Jr．（1971：254－5）の調査結果にあるように，　dictationが
単にaural　comprehensionだけでなくoverall　language　achievementとも高い相関があるというこ
とであればなおのこと，生徒の英語の力を多角的にテストする必要のあるテストや入学試験では
dictationを課することも必要であるように思われる6。
　次に第3表を見ると，4月後半に実施したJACET（1）と9月後半のJACET（2）の結果が，平均点
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で約2⑪点伸びていることに気づく。（そして本年1月初旬実施のJACETのテストはJACET　（2）にく
らべて，平均点で17点高くなっている。）この凍因が何であるか速断はできないし，また僅か週1回の
LLの成果だなどと言うつもりはないが，　LLでの継続練習の結果，英語の音の「化学変化」にある
程度慣れ，英文を意味単位にまとめて聞くことができるようになっていることも，ある程度貢献して
いると考えたい。宴実，いわゆるfunction　words，複数や三単現の・（e）s，過去・過去分詞の・（e）d
などのinfiectionsの誤りが，少しずつではあるが減少の傾向にあることが指摘できるし，また「聞
　　　　り　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
こえたと思った通りに書く」という態度から，文脈上「こう聞こえるはずだ」と予測し，あるいは判
断する態度が徐々に身についてきているように思われる。換言すれば，50％eと推定される英語のre－
dundancy（Rivers，1968：138）に対する理．解が増し，それがhearingの場合にもある程度の力を発揮
しているのではないかと思われる。
　ただ気になるのは，第2表で∫ACET（2）とDIC（3）の相関が一一〇．6638とかなり低くなっているこ
とである。Dictationを継続することにより，　aural　comprehensionも伸びるとの予想からすれば，
JACET（1）とDIC（3）の相関よりも，　JACET（2）とD互C（3）の相関が高くなってよいはずである。
ところが，実際には低くなっているのは何の原因1ヒよるのか解答は引き出せないが，次のようなこと
も，あるいは関係しているのかもしれない。すなわち，その1つはDIC（1）とDIC（2）の課題文が説
明文で，しかもその内容がアメリカ及びイギリスの歴史・地理に関するもので，学生にはなじみも深
く，比較的理解し易いものであったのに対し，DIC（3）はCity　Planningと題した対話文であり，し
かもannouncerとMr．　Bellの2人の対話文を同一入物が1人2役で録音していることである。その
ため，学生の中には混乱を起こして，予想外の誤りを犯した沓もいる。また10月に入って，教育学部
のLLの機械に雑音が生じ聴取状態が悪くなったことも原因の1つに数えてよいかもしれない。ある
いはまた，学生の中にはdictationの継続練習の結果，　dictationの技術に慣れ，　jACET（2）の成績
にくらべて予想外の好成績をあげた学生がいたことも，その原因にあげられるかもしれない。しか
し，これらのどれが決定的な要因となったのか，あるいはdictationそのもののやり方や採点方法に
欠陥があったのか，あるいはまた他に原因があったのか，といったことは，にわかに決めかねること
であり，今後さらに調査研究してみる必要があるように思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　M　お　わ　り　に
　以上dictationとaural　comprehensionの関係について，調査結果を報告したが，　dictationは，
　｛1｝LLの利用法の1つとして実施し易く，またその緒果も機械的に，比較的簡単に処理できるこ
　　と，
　｛2｝英語の「化学変化Jに慣れさせ，sound　discriminatio且，　sound－symbol　association，　memory－
　　spanなどの力を伸ばすことによって，発話を意味単位に把握する態度を養うことができること，
　（3｝少くとも調査結果に関する限り，aural　cOmprehensiOnとかなり高い相関がみられ，また
　　ValetteやOller，　Jr．らの研究結果によって，　overall　language　achievementとも高い相関があ
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　　ることが確かめられたこと，
などはdictationの利点としてあげることができるように思われる。もちろん，　dictationをteach－
ing　deviceとして，あるいはtesting　deviceとして用いる場合にも，その1imitationsを弁えると共
に，よりよきdictationを目指すための警句として，次に引用するRiversのことばは深く銘ずべき
ものと考える。
＿，students　taking　dictation　are　notoriously　inattentive　to　the皿eaning　of　w1ユat　they
are　writingj　and　particularly　to　the　relevance　of　the　segments　as　they　write　theエa　to
the　irnport　of　the　whole　passage；in　other　words，　their　attention　becomes　concentrated
on　segments，　despite　the　exhortations　of　the　teachers．　Further，　the　student　In且y　un－
derstand　perfectly　what　he　has　heard　but　be　unable　to　retain　it　long　enough　to　write　it
down　in　full，　for　auditory　memory　is　also　involved．（Rivers，1968：291）
　今まで見てきたように，dictationはtesting　deviceとして有効であるように憩、われるが，筆者は
それよりもteaching　deviceとして，すなわち英語の音の「化学変化」に慣れ，英語のもっている余
剰性を身につけ，ある程度予測しながら聴き取り，書き取る態度を養うためのdictationにより大き
な意義を認めたい。そして「意味がわかるから音声が聴き取れる」という観点からすれば，・いわゆる
内容語を豊富にし，その聴覚像を内在化することが大切になる。これまで実施してきたdictationで
も，たとえばPr。kofievの交響的物語Peter　and　the　Wolfを書き取らせた時，　duckをdegと聞き
違えたために話の筋がおかしくなったり，また次の対話文でsundae③をSunday（s）と考えたため
に意味が聴き坂れなかった事例もある。
Dicle’We11，　what　will　you　have，　something　to　eat　or　something　te　drink？
IlenrJ，∫　Iguess　I’11　have　some　ice　cream．
刀～‘なWhy　not　get　a　sundae？At　this　drug　store，　they　make　really　good　ones．
ilenrpt’Nl　right，　I　wilL　Make　mine　chocolate．　Are　you　going　t⑪havεasundae　too？
　この対話文を一度聞いて，［sKndi，　sjtndei］はSundayではなくて，少くともsemething　to　eatでな
ければならなv・と考えるようであって欲しいと思うのである。
　最後に，LLあるいはtape　recorderを使用する場合の一般的傾向として，　fricatives，　nasals，
1とrの区鯛などは特に聴き取りにくいこと7や，n註tura1銀a¢aのdictati⑪nで特に難点となるのは，
この他は①冠詞，特にaとtheの混同，②・複数のく巳）Sや過虫・過…蟻》澗の・（e）d，③fttfictieR
w。rdg，物こunstressed・P。8itiQnにある場倉・④cl嘘tran藤。・や猫al　p1幅Qnなどで轟ること
を指摘し，今後の猶溝に役立てたい。
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L　「化学変化」とは具体的にはcQntraction，　reduction，　assimilationを指す。詳しくは國弘（197⑪：148）を見よ。
2．cr．“＿in　teaching　comprehension　one　must　understand　what　must　be　comprehended．　What　must　be　com・
prehend・d三s　m。・e・th・t〔si・）・tl・e岬ni・g。f　th・i・di・id・・l　w。・d・i・…nt・nce・Ag°°d　pa「t°f　what　mu苫t
　be　eomprehended　must　be　accounted　for　by　a　knowledge　of　deep　syntactic　relationships　in　the　sentences
　presented　for　comprehension．”　（Ronald　Wardhaugh，　1974：75）
3．90分のLL授業のうちt最初の60分はCaUege　LL　English　Course（大修館）を使用しr残りの30分をdictation
　にあてた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
4．cf．「従来もっともよく行なわれているディクテーシPtの方法は3回読む方法であるe最初はふっうの速さで
　読み，2回目はやっくり少しずつ区切って読みr最後はまたふつうの速で読むという，あの方法である。」
　（羽鳥，　1977；198）
5，JACETのAural　Comprhension　Testは3部から成り，　Part　1，　Part　n・　Part皿それぞれ2⑪間で・採点法は
PartLとPar・U・・S（酪数一誤答数）x2，　P・畑は（正答数一誤ｿ）・2で・2。点満点である・
6，　このことについてRivers（1968：291－2）は　At　an　aClvanced　level　it（i’e・・dictation）can　be　used　as　part
。f・gr。・P。f・t・・ts・aim・d・t　d・t・rmini・g・all・r。und・skill・i・・h・ndli・g・th・lang・ag・・b・t　it　is　d。・btf・1　wh・th・r　it
　reveals　anything　which　has　not　already　been　identified　by　other　tests　in　a　well－designed　battery・in　which
　ease　its　c⑪ntribtttion　to　the　result　may　be　considered　largely　redundant・”と批判しているが，これはRiversも
　言うように・twell・desig爬d　battery”テxトが用意してあればの話であることに注意したい。
7．拙稿「Aura1　Perception　Testにっいて」（大修館『英語教育』1975年2月号）参照。
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